外来・通所チームカンファレンス記録
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平成２３年１０月２２日(土)　　　司会：小泉　彰　　　記録：島守　広恵
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜新外来患者様情報＞

・鎌田　博隆様～25歳、強迫性障害。平成18年頃より、強迫思考・強迫観念が出現、自宅に鍵をかけたことは覚えているが、「鍵をかけ忘れていないか」等の確認思考に抵抗を試みるが、自宅を出てからも戻り確認する行為を繰り返してしまう状態であった。確認できない状況であれば消失されていたが、平成23年9月頃より、強迫思考に不安感が強まり、注意集中が散漫となり、業務遂行速度や正確性に支障をきたし、当院へ相談あり、本日受診となっています。睡眠時間も安定しているため、抗不安薬（ソラナックス）、精神神経用剤（フルボキサミン）が処方となる。
・稲岡　一司様～新患、45歳、反復性うつ病性障害。平成5年東京都にてトラック販売会社へ営業職として就職ノルマが達成できない等の悩みを抱えるようになり、抑うつ感、不安感等の症状、偏頭痛、味覚障害などの身体不調が出現し、睡眠状態も悪化されている。平成11年、６月日本医科大学付属病院を受診し検査するが異常所見はないが、抑うつ感が強くなり、同月に同院精神科を初診し反復性うつ病性障害と診断を受けています。主治医が開業したことにより南沢クリニックへ通院服薬を継続するが、希死念慮出現し、大量服薬し東京女子医科大学へ入院し１ヶ月で退院となっています。平成18年11月にトラック販売会社は退職。平成19年南沢クリニック廃業によりイサオクリニックへ通院、平成23年９月30日妻様の転勤を契機に八戸へ転居、当院へ受診相談あり、本日受診されています。夜間の睡眠も安定し、症状も安定していることから同内容にて当院より継続処方となっています。













